
第 ５ 章　 非インターネット利用者動向　ドパソコン通信ｻｰ ﾋﾞｽ利用が激減

資料1-5-1　 パソコン通信サービス利用有無(1997-1998 年）
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資 料1-5-2　 インターネットの認知度(1997-1998 年 ）
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1 -5-1　非インターネット利用者のパソコン通信サービス利用有無　　 ットヘの接続サービ スをセー ルスの前面に押し出したこ ともあ

り、ネットワークサービ スといえば、 パソコン通信でなくインタ

「非インター ネット利川 社の利Jl」意向､凋査」では、昨年に引 き　　 ーネットという時代に突人したといえる、

続き「インター ネット 淬及率､凋査」で現在インターネットを利Jl」　　　昨年ここで孤察したように、まさに非インターネット利川名･の

していないと答えたパソコ ン所 有既帯から1,000111ン;iyを 抽 出し、　 パソコン通1,1サ ービス利川占･が インター ネット利川名･の潜在需要

郵送調介でさらに詳しく今後の インターネットの利Jlj心向 に関し　　 Ｍであったことが 火付けられた結果といえ よう。

て聞くこ とを､式みた、その結米、543 人か ら有効1111答 を得ること

がで きた、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1-5-2 非 イ ンター ネット利 用者のイン ター ネットの 認知度

はじめにインター ネットは利川していないが、パソコン通信サ

ービ スを利川しているかどうかを闘いた｡　　　　　　　　　　　　　　1111 答 占･が パソコンユーザーであるという前提のために令体にイ

この結 米、 パソコン辿信の利JI」は令体の12.9°oを占めたI　これを　　 ンターネットに対する認知度はI･､･4く なっている。「かなりよく知

昨年の利川有無と比べるとｔ 分以ドに激減しているこ とが明らか　　 っている」と「まあ 知っている」レベ ルの1111答 者の合計は67.4%

であ る、インターネット利川占･の急激な増力||と 比べてみればわか　　 にll り、昨年とほぽ同等である。 一方の「ほとんど知らない」も

るようにこの1 年 間で パソコン通信サービ スからインター ネット　　 令体の6.3% に 過 ぎない｡、

への利川の移行が急 速に進んだことがその人きな要閥と考えられ　　　 こ れらの傾向が昨年と比べてほとんど変わらない点について

る、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 は、パソコンユ ーザーにとって インターネットというものに対す

従来のパソコン通信サービス提供会社がｰ 昨 年来、 インターネ　　 る認知が昨年のこの調査の段階ですでによく知られたものとして
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非利用者（パソコンユーザー）のインターネット利用意向は約8割

資料1-5-3　インターネットの利用意向(1997-1998 年）
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資 料1-5-4　 イ ン タ ー ネ ッ ト 今 後 の 浸 透 予 測　 Ｎ＝502
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釧III第3･冫で 触れている、個人の　一般利川 名-と非利川者が最も呎

なるのはここで5 位 に挙げられた「仕I川ことって必要な情 報メデ

ィアになる」〔インター ネット利川者- 般19.4% 〕 と2 位 に挙げら

れた［テレビや新|亂 雑誌に収って代わる楠 徹メディアとなる］

（インター ネット利川 者 一般6.9 °o)の2 つ である。 後者では非利

川名･の インターネットに対する大きな期待感があらわれており、

昨年に比べてもこの順位は変わらない、 前名‘に対する認識の相違

は実際の利川 行であるインター ネット利川者の現実感と開きが出

た結米である一

淋在利用名･と 見られるこの川答者川で、現在のマ スメデ ィアと

肩を 並べる以ll の認識をされている点は相変わらず興味深い。非

利用者が現在のインターネットの情報メデ ィアとしての価値を過

人評価している叮能性はあるが、現 在最もインターネット利肝行

(矢野きよみ・アクセス メディア

インターナショナル株式会社)

インターネット白書'981

行 き渡っていたためと考えられる、

1-5-3　 非 インタ ーネット利用者のインターネットの利用意向

非利川名･の うちインターネットを認知している1111答者にその利

川意向を聞いたところ［ぜひ利川したい］ ＋ ｙまあ利川したい_

の 利JI」派が全体の79.1％を 占めた。一方の「あ まり利川したくな

い」 ＋「全く利川したくない」の非利川派は15.１００となっている、

これを時系列でみると、利川派（1997 年81.9%) 、非 利Jlj派 （1997

年15.1％） とも大きな変化はなく、表JM 的 なインターネットブー

ムが去ったとはいえ、相変わらずパソコンユーザーにおいては イ

ンターネットの利川意向が根強いこ とがわかる｡、

1-5-4 非インターネット利用者のインターネット今後の浸透予測　　 に近い滞在JMの期待を火切らないような発艇が今後も望まれる、

非利用者のうちインターネットを認知している1日限 者に今後の

浸透自則について聞いたところ､昨年とほぼ回し傾向が見られた、
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